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Summary 
The enterobacterium Erwinia amylovora is a devastating plant pathogen causing fire blight disease in 
apple, pear, and many kinds of Rosaceae. Diverse approaches have been applied to control the pathogen. 
There are several reasons for a renewed impetus for the development of new control methods, including 
bacterial resistance to antibiotic. We summarize the knowledge on two conventional treatments (copper 
compounds and streptomycin), biological control and new chemical technologies for controling fire 
blight. 
































































いる (Vander Zwet, T. ・Beer, 1992). 高濃度の銅剤
(2.5g Cu/1)は，直接あるいは 1%のマシン油を加えて，
開花前あるいは新芽の展開前，または秋期に散布される











ど (Clakeet al., 1993), 幾つかの混合剤で有効性が報告
されている．他の植物病原細菌では，プラスミド上にコー
ドされた遺伝子による銅剤耐性菌の出現か報告されてい






























てきたが (Ark・Scotto,1945; Dunegan et al., 1954; 





























拡大し (Coyier・Covey,1975), アメ リカ西部のナシ及
びリンゴ園で蔓延している (Loperet al., 1991; Stock-
well et al., 1996b). ミシガン州では1985年にストレプト
マイシン耐性菌が初発し (Shaffer・Goodman,1985), 
1990年以降数年間で数回出現が報告されているにも関わ





(Jones・Schnabel, 2000) . ストレプトマイシン剤は中近
東及びニュージーランドでも火傷病防除に使用されてい





度の試験によって，耐性が強い Highlyresistant (HR) 
の菌株と (Chiou・Jones,1995b; Coyier・Covey, 1975; 

































































fluorescens strain A506 (Pf A506), Erwinia herbicola 
（現在は Pantoeaagglomerans) strain C9-l (EhC9-l) 
の2種のグラム陰性細菌で拮抗性や散布法について解析
がなされ (Vanneste, 1996), これらの防除効果が圃場試
験で確認されている．また，温室内の試験では非病原性
火傷病菌 (Tharaudet al., 1997), グラム陽性細菌（主
にBacillus属菌）及びこれと火傷病菌に特異的に感染す




花腐れの防除に効果を上げている (Lindow,1984 ; Van-










質によるものではない (Wilsonet al., 1992 ; Wilson・ 
Lindow, 1993). Pf A506はアメリカ北西部では開花初期
から盛期の仁果類の蒋上での定着性が良好であり ，野外
での花への定着率は50-70%程度である (Stockwelet 
al., 1992, 1998). アメリカ北西部やカリフォルニア州で
の散布試験における火傷病の花腐れに対する防除価は
40-60%程度で，化学農薬によるものと同程度であった






(Ishimaru et al., 1988), オレゴン州やワシントン州でも
火傷病の発病抑制効果が確認された (Johnson et al., 
1993b; McLaughlin・Robert, 1992; Stockwell et al., 
1996a). 本菌の火傷病菌に対する拮抗作用は主にf3ーラク
タムと推定される 2種の抗菌物質によるもので， Her-






能性は否定できない (Vannesteet al., 1992). 本菌も仁
果類の蒋上に定着し，野外での定着率は40-70%程度と
報告されている (Stockwellet al., 1992, 1998). EhC9-
1の防除価は水処理と較べて50-80%程度と高いが，これ
はストレプトマイシン剤と同程度であり ，しばしば
Pf A506を上回る (Johnsonet al., 1993b). また， EhC9-l
の火傷病の発病抑制効果は PfA506とは異なり， 両者を







ことが報告されている (Nuclo et al., 1998; Stockwell 






























不安定であるという結果が示されている (Jhonsonet al., 

















全身獲得抵抗性 (Systemicacquired resistance : SAR) 
誘導剤が火傷病に対する抵抗性を増大する剤として報告





























病の発病抑制効果が観察された (Brissetet al., 2000 ; 




時期が適期と考えられている (Brisset et al., 2000 ; 
Maxson-Stein et al., 2002). また， リンゴも他の植物と
同様 SAR誘導剤による効果は永続的ではなく， 一週間
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